


要約: Partial Liquid Ventilation(以下 PLV)時の Perfluorocarbon(以下 FC)の安全な投

与方法を検討するため、呼吸窮迫症候群(RDS)モデルの新生豚において、FluorinertR84 (以

下 FC84)を種々な量で気管内に投与し、循環動態、血液ガス所見、コンプライアンスの変

化を検討した。FC-84 を 5ml/kg 注入した場合は注入直後から圧-容量曲線のヒステレーシ

スは改善し、肺胸廓ダイナミックコンプライアンス(以下 Cdy)も上昇したが、 FC-84 を一

度に 10ml/kg ないしは、15ml/kg 注入した場合は Cdy は一時的に低下した後に上昇した。

FC-84 を 5 分毎に 5ml/kg ずつ注入すると PaO2 は上昇し高値を維持できた。以上より RDS

に対し FC-84 を用いて PLV を開始する場合は 5ml/kg ずつ少量分割投与するのが安全で効

果的であることが示された。


